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さまざまな特
とく
色
しょく
のある京都府

　京都府は南北に長く、平地の多いところ、
山の多いところ、海に面したところとそれぞ
れ土地の様子にちがいがあります。
　自

し
然
ぜん
や産
さん
業
ぎょう
、くらしの様子について調べて

みましょう。

京都府の広がり
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　古くから受けつがれている京
きょう
焼
やき
・清
きよ
水
みず
焼
やき

　良
りょう
質
しつ
で美しい北

きた
山
やま
杉
すぎ

　日本三大祭りの一つ祇
ぎ
園
おん
祭
まつり

� 〔写真：（財）祇園祭山鉾連合会〕
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町
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　新しい会社や工場の集まる地区
� 〔写真：二村春臣氏〕
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京都府の地形の様子
　京都府の土地の様子をまとめた地

ち
勢
せい
図を見

て、気づいたことを話し合いましょう。

京
きょう
都
と
府
ふ
のまわりの府や県

　京都府は近
きん
畿
き
地方にあります。京都府の北

は、日
に
本
ほん
海
かい
に面しています。京都府のまわり

にはどんな府や県があるでしょう。
「京都市の人は琵

び
琶
わ
湖
こ
の水を飲んでい

ると聞いたよ。琵琶湖は滋
し
賀
が
県にある

んだ。」
「冬休みに兵

ひょう
庫
ご
県の神

かん
鍋
なべ
へスキーに

行ったよ。」
「先週、大

おお
阪
さか
のユニバーサル・スタジオ・

ジャパンに遊びに行ったよ。」

◆�京都府のまわりの府や県の

名前を書きましょう。

地形
　地形には、山地・平地・海岸

などがあります。府の中にどん

な地形があるかを調べること

で、府の特
とく

色
しょく

を知ることができ

ます。

　京都府は、日本の
ほぼ真ん中にあるん
だね。

　南の方には平地
が広がっているね。

　真ん中の地いき
は山がいっぱいだ
ね。

　北の方には半島が
あり、湾

わん
もいくつか

あるね。

　京都府の地勢図　京都府のまわりの府や県
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府
ふ

章
しょう

の由来
　六

ろく よう けい

葉形と「京」

の文字を人
ひと

型
がた

に図
ず

案
あん

化
か

。1976（ 昭
しょう

和
わ

51）年 11 月制
せいてい

定。

京都府の気
き
候
こう

　京都府は中央に横たわっている山のえい
きょうで、南部はおだやかな気候ですが、日

に

本
ほん
海
かい
に面した北部は秋から冬にかけ雨や雪が

よくふり、きびしい気候になっています。

わたしたちのまちのある京
きょう
都
と
府
ふ

　京都府内の市や町、村について調べ、話し
合いましょう。

うらにし
　昔から「べんとうわすれて

も、かさわすれるな。」といわ

れるほど、丹
たん

後
ご

地方では秋から

冬にかけて、晴れているのにと

つぜん雨がふることがよくあ

ります。このような変
か

わりやす

い丹後地方の天
てんこう

候のことを「う

らにし」といいます。
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　かやぶきの里があ
る南丹市は京都府の
真ん中にあるね。

　福知山市には大き
なお城

しろ
があるよ。

　舞鶴市の海には大き
な船やクルーズ船が来
ていたよ。

　京都市のおじさんの家は夏に行
くと暑くてたまらないよ。冬は冷

ひ

えこんで寒いよ。

　京都府の府
ふ

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

の京都市はどこにある
のかな。

　京都府の市町村

　宮津市は京都府の北の
方にあるんだね。

〔グラフ 3点　気象庁、2023年〕

◆�グラフを見て気づいたこと

をまとめましょう。
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交通の様子と都市の位
い
置
ち

　京都府の交通の地図を見て、話し合いま
しょう。

「京都・大
おお
阪
さか
方面へ行くのがずいぶん便

べん

利
り
になったと、お父さんが言ってたよ。」

「京都縦
じゅう
貫
かん
自動車道などが整びされた

からね。」
「京都市は J

ジェイ
R
アール
や私

し
鉄
てつ
が、たくさん

通っているね。」

土地の利
り
用
よう
の様子

　地形によって、土地がどのように利用され
ているか調べましょう。

京都府の人口
252 万 1368 人

� 〔2024 年、「京都府統計書」〕

　京都府の土地利用の様子　〔資料提供：（株）帝国書院〕

◆�北部・中部・南部の地いき

の土地の利用のしかたと人

口をくらべてみましょう。

　京都府の主な道路と鉄道の広がり

京
きょう

都
と

府
ふ

の面
めん

積
せき

約
やく

4612km2

� 〔「京都府統計書」〕

　北部は家が集まっ
ているところが少な
いね。

　南部は人口が多
いなあ。

京都丹後鉄道

自動車専用道路

　宮
みや
津
づ
天
あまの
橋
はし
立
だて
インターチェンジ

◆�交通の地図を見て気づいた

ことをまとめてみましょう。

　どこが交通の中心
になっているかな。

　京都府の人口
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い じょう

み  まん
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自然や伝
でん
統
とう
を生かした産業

　京都府には、ゆたかな自然や伝統を生かし
た産業がたくさんあります。

京
きょう
都
と
府
ふ
の主な産

さん
業
ぎょう

「ぼくのおじいさんは、京都市内でお
みやげやさんをしているよ。清

きよ
水
みず
焼
やき
と

か西
にし
陣
じん
織
おり
を売っているんだ。日本全国

だけじゃなく、外国からもたくさんの
人がいっぱい買いに来るんだよ。」
「ぼくのおじさんは、伊

い
根
ね
町にいるん

だよ。漁
ぎょ
業
ぎょう
をしているんだ。」

「わたしのお母さんが生まれたのは、
京都市の京

けい
北
ほく
だよ。林業がさかんで、

丸太をすなでみがくんだって。」
「その土地の自

し
然
ぜん
とも関

かん
係
けい
がありそう

だね。」
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　①丹
たん
後
ご
ちりめん

　　（京
きょう
丹
たん
後
ご
市）

　②伊根の漁業
　　（伊根町） 　③水あげされた松

まつ
葉
ば
がに

　　（宮
みや
津
づ
市）

　⑤黒
くろ
谷
たに
和紙（綾

あや
部
べ
市） 　④舞

まい
鶴
づる
の造
ぞう
船
せん
所（舞鶴市）

　⑥黒
くろ
大
だい ず
豆（京

きょう
丹
たん
波
ば
町）

� 〔写真：京丹波町〕

　⑦西陣織（京都市）

　⑧たけのこ
　　（長

なが
岡
おか
京
きょう
市）

　⑨京の伝統野
や
菜
さい

　　えびいも（精
せい
華
か
町）

　⑩茶畑（和
わ
束
づか
町）

◆�いろいろな市町村のパンフ

レットを集めたり、本で調

べたり、聞いたりしたこと

をもとにして、京都府の主

な産業について話し合いま

しょう。

　いろいろな市町の観
かん
光
こう
パンフレット




